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レギンスの丈の違いによる下体部の印象評価
―体型の違いを中心に―
Sensory Effective Evaluation of Lower Body Putting on the Leggings
 with different Length
−Relating to the Physical Types −
布施谷節子・柴田優子
Setsuko FUSEYA ・Yuko SHIBATA
和洋女子大学　生活科学系生活環境学研究室
 The impression of the subjects dressed in leggings under skirts was investigated to search the best 
length of leggings for different physical types.　This study contained two methods.　One was the 
questionnaire of leggings to 249 female students and another was the sensory effective evaluation to 49 
female students in autumn 2008.　The subjects who participated in the wearing test were five different 
physical types.　The knee-length skirt and the miniskirt were used for each subject.　The length grades 
of leggings were five for knee-length skirt and four for miniskirt.
 Nine photographs of each subject’s back were taken for the evaluation.　Forty nine students selected the 
most suitable length of leggings which was the best balanced, which appeared to have slim lower body or 
long legs.　Main results were as follows;
１）Female students were dressed in leggings frequently in spring or autumn. The aim to put on leggings 
was to be wearing short pants or miniskirts, for cold weather, and to slenderize their legs.
２）The factor analysis made it clear that the effects of being wearing leggings were good balanced 
between skirt and leggings and making their legs look long.
３）The difference of suitable length for each physical type was significant statistically in every item.
４）Generally speaking, the shorter-length leggings kept better balance in the shorter-length skirt and 
the longest-length leggings made their legs look long.
５）It was important for female students to consider own physical type and make reference to general 
suitable length and select own leggings with self-confidence.
キーワード：着用実験（wearing test）、スカート丈（skirt length）、レギンス丈（leggings length）、
　　　　　　体型（physical type）、下体部（lower body）、印象評価（sensory effective evaluation）
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１．はじめに
　女性は、一般的に体つきに対して関心が高く、ダイエットにも高い興味を示している。今日では、痩せ
ていることが美しいという考えが一般的となり、特に若い女性は、長くて細い脚、細くくびれたウエスト、
小さなお尻に憧れ、自分の体つきには自信をなくしていることが多い。筆者は、これまでに、若い女性を
対象にした研究で、自身の下体部の形状が体つき全体としての満足度に大きく影響することを明らかにし
た１）。この研究を基に、衣服によって下体部をカバーする方法について、ジーンズ２）やタイトスカート３）
を取り上げ、着用実験とそれに伴う他者の印象評価を行ってきた。
　今回は、近年流行のレギンスを取り上げ４〜６）、体型が異なることによって、スカート丈とレギンス丈と
の関係が印象評価にどのように表れるのかを明らかにしようと試みた。
　レギンスは、数年前まで「スパッツ」と呼ばれていた。それまで下着として用いられていたが７）、海外
の有名モデルがスパッツをファッションに取り入れて、それが雑誌で取り上げられたことに端を発する。
レギンス（leggings）とは、もともと裾につけた輪を足裏に掛けてはく乳幼児用のズボンのことであるが、
その言葉の響きの良さから、スパッツに代わってレギンスと呼ばれるようになり流行したものである８）。
流行のアイテムであっても、市場の傾向やマスメディアの情報に流されるだけでなく、若い女性が、自分
の体つきを考慮して自信を持って装い、他者からも似合うと評価されるレギンスを選ぶ手立てとなること
を願い、本研究に着手した。
２．資料および研究方法
　（１）レギンスに関する意識調査
　平成20年10月〜11月に本学の女子学生249名に対し、集団調査法にてアンケート調査を行った。調査
項目は、自己の下体部の太さ・長さ・形についての意識、レギンスの購入や着用実態に関する24項目で
ある。
　（２）レギンスの着装についての印象評価
　着用実験の被験者として、本学の学生の中から、５名の体型の異なる学生を選んだ。体型の違いは、A：
背が高く太めの人、B：背が高く痩せている人、C：普通体型、D：背が低く太めの人、E：背が低く痩せ
ている人であり、身体的特徴は表１に示した。BMIの指標からみるとA,B,C,Dは正常、Eは痩せということ
になるが、肥満度でみると、Aはやや肥満、Bは痩せ、Cは普通、Dは普通、Eは痩せだといえる９）。今回は
Dをやや太めに分類したが、必ずしも判定では肥満とはいえないものの、背が低いDとEとで比較するとD
はやや肥満であるとみなした。痩せ志向が強い今日、このような着用実験において、若い女性でやや肥満、
または肥満とされる人からは、なかなか協力が得られないのが実情である。
　実験用のスカートは、体型による調節がしやすいことを考えて巻きスカートとした。雑誌や街頭調査か
らレギンスとデニムのスカートとのコーディネートが多いことに着目して、スカートは紺のデニム生地と
し、JISサイズで７号と９号に該当するように２枚を製作した。A,B,Dは11号、C,Eは７号サイズに製作し
たスカートを用いた。スカート丈は被験者に合わせて、膝蓋骨の中心（膝丈と呼ぶ）、これより15cm上（膝
上丈と呼ぶ）の２水準として、ウエスト部分でひもにて調節をして着装した。
　レギンスの丈は５水準とした。３分丈は脚の付け根の高さから膝蓋骨中心の高さまでの間で上から1/5
の位置、５分丈は膝蓋骨中心の高さから外踝高の間で膝蓋骨中心から1/5の位置、７分丈は膝蓋骨中心の
高さと外踝高の間で1/2の位置、９分丈は外踝の上縁とした。さらに、下腿最大囲を示す位置を加えた５
水準である。なお、レギンスの色は黒とし、市販されているMサイズで７分丈と９分丈を用いた。被験者
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に合わせて各水準を設定し、両脚のレギンスの丈をそろえた。レギンスの厚さは透けを防ぐために厚手の
伸縮性の良いものとした。
　以上の条件で、５名の体型の異なる被験者が、スカート丈２水準、レギンス丈はスカートが膝上丈につ
いては５水準、スカートが膝丈の場合は３分丈を除く４水準として、これらの着装を立位正常姿勢で撮影
し、評価の資料とした。撮影時の被験者までのカメラの位置は、高身長の被験者の全身が入る距離に一定
として、レンズの高さは床から96cmに固定した。前後と右側面を撮影したが、予備評価実験の結果、背
面からの写真が最も判断しやすいことが判明した。従って、本実験では背面のみを採用し、被験者ごとに、
膝上スカートで５水準のレギンス丈を着用した５枚一連の写真と、膝丈スカートで４水準のレギンス丈を
着用した４枚一連の写真の２セットを最終的な評価資料とした。
　上衣はグレーの無地のTシャツとして、裾の位置は被験者のヒップラインになるように調整した。図１
は被験者C（普通体型）のスカートが膝丈の場合、図２は被験者Cのスカートが膝上丈の場合を示す。
　評価項目は、被験者ごとの２セットの各写真資料の中から、スカート丈ごとに、①スカートとレギンス
のバランスが最もよく見えるもの、②スカートとレギンスのバランスが最も悪く見えるもの、③下体部が
最も細く見えるもの、④下体部が最も太く見えるもの、⑤脚が最も長く見えるもの、⑥脚が最も短く見え
るもの、⑦総合的に良く見えるものの７項目について、該当する写真を一枚選ぶというものである。
　評価者は本学４年の女子学生49名であり、先のアンケート調査の回答者は含まれていない。個人面接
法にて、平成20年11月に午前・午後の時間を指定することなく評価実験を行った。
３．結果および考察
　（１）アンケート調査から
　まず、レギンスの着用については、191名（78.9％）が着用すると回答し、多くの女子学生になじみの
アイテムだといえる。着用する季節は、複数回答で春が66.8％、夏が54.6％、秋が73.5％、冬が48.5％
であり、四季にわたって着用されているが、春・秋がやや多いといえる。着用目的は、短いスカートやパ
ンツをはくためが最も多く（79.6％）、ついで防寒のため（49.0％）、脚を細く見せるため（21.0％）と
続く。防寒のためという回答は調査時期が10月から11月ということもあり、短いスカートやパンツと合
わせると防寒対策用という回答が多いこともうなずける。３位に脚を細く見せるためという回答が上がり、
レギンスに体型カバーの役割も期待していることがわかる。
　ところで、下体部についての意識では、自分の脚が「太い」（40.9％）、「やや太い」（32.6％）が多く、
合計で73.5％となる。「やや細い」、「細い」の合計では6.6％しか見られない。いかに女子大生が自分の脚
を太いと意識することが多いかがわかる。長さの意識では「短い」、「やや短い」の合計で47.9％、「長い」、
「やや長い」の合計で10％であり、太さの意識より、「どちらともいえない」という回答が多い。長さよ
りも太さをより意識していることの表れではないだろうか。図３は脚の太さの意識と脚の長さの意識をク
ロス集計して示したものである。カイ二乗検定の結果１％水準で有意となり、脚が太いと意識する人は同
時に脚が短いと意識し、脚が細いと意識する人は脚が長いと意識する傾向であるといえる。脚が太く短い
と意識する多くの学生（40.9％）が果たして、レギンスに対して脚が細く見える効果を期待して、かつ
脚長に見えるような着装をしているであろうか。脚の太さと脚の長さの意識の２項目それぞれについて、
日常着用するレギンスの丈とをクロス集計したところ、カイ二乗検定で有意とはならなかった。脚の太さ
長さに関わらず７分丈が最も多く（61.9％）、ついで９分丈（34.8％）であり、５分丈（9.7％）、３分丈（1.2％）
は少なかった。レギンスの丈はほぼ同じで、体型によって脚が細く見える効果や脚が長く見える効果は異
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なるものであろうか。自分では意識しなくても他者の着装を見てどのように判断するであろうか、次の着
装評価実験につなげることとする。
　（２）レギンスの着装についての印象評価から
　５名の被験者ごとに得られた評価のうち、まず、スカート丈が膝丈か、膝上丈によって、良い評価の４
項目（綜合的に良い、バランスが良い、脚が長く見える、脚が細く見える）だけを取り上げて因子分析を
行った。因子付加量と固有値、累積寄与率について、表２には膝丈の場合を、表３には膝上丈の場合を示
す。表２に示すように、膝丈のスカートの場合では、固有値１以上を示す４つの因子が抽出され、累積寄
与率は56.4％であった。第１因子に３人の被験者の総合的な良さやバランスの良さが抽出されたことか
ら、膝丈スカートとレギンスのコーディネートでは、総合的に見て、バランスの良さが重要であるという
ことがわかった。第２因子は背が低い２人の被験者の脚が長く見える評価が抽出され、第３、第４因子は
CとAの被験者ごとに抽出されたということから、体型によって評価が異なることが示唆される。下体部
が細く見える項目は第３因子のCと第４因子のAに表れたのみであり、脚長効果のほうが多く抽出された。
　表３は膝上丈のスカートとのコーディネートの因子分析の結果を示す。ここでは５つの因子が抽出され、
累積寄与率は52.5％であった。膝丈の場合と同様に第１因子と第４因子に総合的な良さやバランスの良
さが抽出されており、スカート丈が代わってもレギンスにとってはバランスの良さが重要であることが明
らかになった。第２因子には背が低くやや太目のDが上がり、第３因子には２人の被験者の脚長効果が抽
出された。第５因子にCの細く見える項目が抽出されたが、細く見えるという項目は他に第２因子のDに
見られたのみであり、スカート丈の長短に関わらず、痩せて見える効果が際立つものでもないようである。
　レギンスの着装の効果は、何よりもバランスの良さであり、次いで脚長効果であるといえる。アンケー
ト調査に見られたように、脚が痩せて見える効果を期待するほどの明瞭な結果は表れていないと思われる。
　次に、因子分析によって抽出された主な要因である、バランスの良さ、脚長効果と下体部が痩せて見え
る効果について取り上げ、スカート丈の長短で、被験者ごとに出現したレギンス丈の支持率を基に比較検
討を行うこととする。
　１）バランスの良さ
　図４は各被験者の、膝丈スカートの場合のバランスの良さについての評価である。図５は膝上スカート
の場合を示す。図４に示すように、膝丈スカートでバランスが最も良いと評価されたレギンス丈は、いず
れの被験者も７分丈である。一方、図５の膝上丈の短いスカートではB,C,Eの３人が７分丈よりもやや短
いふくらはぎ丈のバランスが最も良いと評価されている。AとDの太目の被験者は７分丈の方がやや多い
評価を得ている。また、短いスカートでは膝丈スカートではわずかしか評価されなかった５分丈をバラン
スが良いと評価される比率が増えて、特にCでは35％の支持を得ている。これより、スカート丈が短くな
るとレギンスの丈はやや短めが良いと評価される傾向だといえる。
　２）脚長効果
　図６、図７はそれぞれスカート丈の違いによる脚が長く見える効果の評価を示している。被験者A,B,D,E
の４人はスカート丈が異なっても９分丈の評価が高い。しかしながら、Cについては、スカート丈が異なっ
ても、レギンスの丈はどれでもほぼ同じように脚が長く見えると評価されており、他の被験者とは異なっ
た様相を示している。また、短いスカートでは、各被験者共に、最も短い３分丈がわずかではあるが評価
されており、レギンスで脚を隠すばかりではなくむしろ露にした方が脚は長く見えると評価されることが
あることがわかった。
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　３）下体部が痩せて見える効果
　図８と図９は、それぞれスカート丈の違いによる下体部が細く見える効果の評価を示している。図８に
示すように、膝丈スカートでは比率の順位から見るとA,D,Eは９分丈が１位であり、Bはふくらはぎ丈、C
は７分丈である。しかしながら５分丈を除き、いずれの丈も際立って高い評価を得ているわけではない。
図９は短いスカートの場合であるが、ここでは９分丈の評価は低く、７分丈またはふくらはぎ丈の評価が
高い。スカート丈が短い場合には黒のレギンスで脚の露出部分を少なくする方が、脚が痩せて見える効果
が高いのではないかという予測は裏切られたことになる。図９に示すように、ここでも被験者Cは他の被
験者とは異なった様相を示し、５分丈のレギンスの評価が最も高い。前述の因子分析に示したように（表
３）、第５因子に被験者Cの下体部が細く見える項目が単独で出現したことの意味が、他の被験者とは異
なる丈の出現率の様相を通して、ここで明らかになったといえる。
　４）体型の違いによる評価の高いレギンス丈
　表４は、体型別、スカート丈別に、バランスの良さ、脚長効果、下退部の痩せ効果の最も評価が高かっ
たレギンスの丈を一括して示したものである。どの評価についてもカイ二乗検定で有意差が見られ、評価
結果には被験者の個人差が多いことを表しているが、出現率の順位で１位にだけに着目すると、被験者こ
とにあまり差は見られなかった。２位以下に個人差が表れるといってもよいだろう。１位に着目すると概
ね次のように言える。
　すなわち、膝丈のスカートでは、バランス良く見られたいならば７分丈が良いだろう。脚が長く見られ
たいと願うならば９分丈が良いだろう。下体部を細く見せたいならば９分丈がよいだろうが、高身長で痩
せの体型の場合には９分丈よりも短いふくらはぎ丈が良いだろう。被験者Cは他の被験者とは異なった様
相を示すことは前述したが、被験者Cにとっては７分丈がバランスよく脚長にも下体部が痩せても見える
というベストな丈だと言えよう。
　膝上丈のスカートの場合では、バランスよく見える丈は、ふくらはぎ丈が良いだろうが、太めの人はや
や長めの７分丈のほうが良いのではないかと思われる。脚が長く見えるためには９分丈が適当だろう。下
体部を細く見せたいならば７分丈かふくらはぎ丈が良いだろう。被験者Cはここでも他者と比較すると脚
を長く見せるにも下体部を細く見せるにも他者よりもやや短めの丈が適していると言える。
　被験者Cについて、他者とは異なった評価が得られた要因としては、普通体型でありながら他者と比べ
て比後胴高（後胴高／身長×100）が若干高く、プロポーションとして脚が長く見えること、数値には表
れないが真っ直ぐな脚のラインが美しいことも要因と考えられる。脚は長く細いだけではなく、X脚やO
脚ではなく真っ直ぐなこともよい評価に繋がると考えられる。今回は太り痩せから体型分類をしたが、脚
に着目して評価を行う実験では脚の形も考慮する必要があることがわかった。
　バランスも脚の長さも下体部の痩せ効果も、スカート丈が短くなると、レギンスはやや短めのものを用
いたり、丈を短めに調節して着用するのがよいだろう。脚長に見せる効果は長い丈にあることがわかった。
いずれの評価でも、統計的には、体型によって適合するレギンスの丈は有意に異なるという結果であるこ
とから考えると、一般的に推奨される丈とは何かを知った上で、スカートの丈やデザインによって着用者
が自ら賢明な選択を行い、自信持って着用することが大切だと考える。
　５）体型の違いによる評価の低いレギンス丈
　これまでの解析はよい評価項目についてのみであったが、バランスが悪い、脚が短く見える、下体部が
太く見えるという悪い評価についても同様な方法で検討を行ったが、悪い評価は被験者によって異なるこ
となく、膝丈のスカートでは５分丈が、膝上丈のスカートでは３分丈のレギンスがどの評価でも一様に最
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悪な評価となったことから、これらの丈はレギンスとしては用いられにくいと考える。元々、ショートパ
ンツやミニスカートを着用する際に脚を露にしないという目的から発していることから考えると短いレギ
ンスは評価されないのであろう。
４．まとめ
　近年流行のレギンスを取り上げ、体型が異なることによって、スカート丈とレギンス丈との関係が印象
評価にどのように表れるのかを明らかにしようと試みた。
　平成20年10月〜11月に本学の女子学生249名に対し、集団調査法にてレギンスに関するアンケート調
査を行うと同時に、体型が異なる５名の被験者がレギンスを着装した場合について、本学４年生49名に
よる印象評価実験を行った。
　印象評価実験は、５名の体型の異なる被験者が、スカート丈２水準、レギンス丈はスカートが膝上丈に
ついては５水準、スカートが膝丈の場合は４水準として、これらの着装を立位正常姿勢で撮影し、各被験
者の９枚の背面写真を最終的な評価資料とした。評価項目は、各写真資料を見て、スカート丈ごとに、①
スカートとレギンスのバランスが最もよく見えるもの、②下体部が最も細く見えるもの、③脚が最も長く
見えるもの、④総合的に良く見えるものの４項目に着目して解析を行った。主な結果は以下のようである。
　１）レギンスの着用時期は春・秋がやや多いといえる。着用目的は、短いスカートやパンツをはくため
が最も多く、次いで防寒のため、脚を細く見せるためであった。
　２）体つきに対する意識から、脚が太いと意識する人は同時に脚が短いと意識し、脚が細いと意識する
人は脚が長いと意識する傾向であることがわかった。
　３）因子分析の結果から、レギンスの着装の効果は、何よりもバランスの良さであり、次いで脚長効果
であることが明らかになった。下体部が痩せて見える効果は、アンケートで期待されていた割には明瞭な
因子としては出現しなかった。また、体型別に評価が異なることが示唆された。
　４）レギンスのバランス・脚の長さ・下体部の痩せ効果について、スカート丈別、体型別に検討した。
体型にかかわらず一般的に言えることは、バランスの良さからみるとスカート丈が短くなると、レギンス
はやや短めのものが適当であり、脚長に見せる効果は長い丈にあることがわかった。いずれの評価でも、
統計的には、体型によって適合するレギンスの丈は有意に異なるという結果であることから考えると、一
般的に推奨される丈とは何かを知った上で、スカートの丈やデザインによって、着用者が自ら賢明な選択
を行い、自信を持って着用することが大切だと考える。
　５）本実験で、被験者Cが他の被験者とは異なった傾向を示したことについては、プロポーションとし
て脚が長く見えること、脚のラインが真っ直ぐで美しいことも要因と考えられる。脚は長く細いだけでは
なく、脚の形が評価に影響すると考えられる。太り痩せによる体型分類に留まらず、脚に着目する着用評
価実験では脚の形も考慮する必要があることがわかった。
　６）レギンスの悪い評価では、被験者に関わらず、膝丈のスカートでは５分丈が、膝上丈のスカートで
は３分丈であったことから、これらの丈はレギンスとしては用いられにくいと考える。
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表１　被験者の身体測定値
A B C D E
身長（cm） 170.0 174.6 158.0 149.6 155.0
体重（kg） 72.0 59.0 50.0 52.0 43.0
BMI 24.9 19.4 20.0 23.2 17.9
肥満度＊ 13.2 −12.4 −8.4 4.0 −14.0
胸囲（cm） 100.5 85.0 83.0 97.5 79.0
胴囲（cm） 86.5 69.0 70.0 69.0 59.0
腰囲（cm） 114.0 99.0 91.0 90.0 83.7
後胴高（cm） 102.8 109.1 100.2 94.0 94.5
＊（現在の体重−適正体重）／適正体重
表２　膝丈スカートの場合：レギンスの丈の違いによる評価（因子負荷量）
第１因子 第２因子 第３因子 第４因子
Eのバランスが良い 0.741 0.101 0.199 0.286
Bの総合的に良い 0.725 0.236 0.062 0.053
Bのバランスが良い 0.691 0.213 0.050 0.044
Eの総合的に良い 0.689 0.205 −0.024 0.375
Dの総合的に良い 0.614 0.353 0.122 −0.071
Dのバランスが良い 0.585 0.094 0.208 −0.135
Dの脚長に見える 0.386 0.886 0.238 0.082
Eの脚長に見える 0.125 0.708 0.077 0.056
Cの総合的に良い 0.007 0.186 0.804 0.092
Cのバランスが良い 0.298 0.081 0.772 0.018
Cの下体部が細く見える −0.081 0.000 0.644 0.073
Cの脚長に見える 0.060 0.364 0.504 0.308
Aの総合的に良い 0.001 0.254 0.081 0.719
Aの脚長に見える 0.019 0.335 −0.057 0.524
Aのバランスが良い 0.235 −0.080 0.372 0.518
Aの下体部が細く見える 0.059 −0.114 0.007 0.517
固有値（回転前） 6.51 1.79 1.39 1.18
累積寄与率（％） 32.6 41.5 48.5 54.4
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表４　体型別スカート丈別に1位の評価を得たレギンス丈
体型
膝丈スカート 膝上スカート
バランスの良さ 脚長効果 下体部の着痩せ効果 バランスの良さ 脚長効果
下体部の
着痩せ効果
A
長身・太め ７分丈 ９分丈 ９分丈 ７分丈 ９分丈 ７分丈
B
長身・細め ７分丈 ９分丈 ふくらはぎ丈 ふくらはぎ丈 ９分丈 ７分丈
C
普通 ７分丈 ７分丈 ７分丈 ふくらはぎ丈 ７分丈 ５分丈
D
低身長・太め ７分丈 ９分丈 ９分丈 ７分丈 ９分丈 ７分丈
E
低身長・細め ７分丈 ９分丈 ９分丈 ふくらはぎ丈 ９分丈 ふくらはぎ丈
表３　膝上丈スカートの場合：レギンスの丈の違いによる評価（因子負荷量）
第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子
Eの総合的に良い 0.862 −0.024 0.208 0.089 −0.148
Eのバランスが良い 0.713 −0.169 −0.035 0.051 0.08
Bの総合的に良い 0.575 0.004 0.248 0.218 0.004
Bのバランスが良い 0.552 0.041 −0.049 0.202 0.354
Dの総合的に良い 0.104 0.774 −0.149 0.499 −0.331
Dの下体部が細く見える −0.068 0.743 0.026 −0.123 0.224
Dの脚長に見える −0.158 0.684 0.282 0.0508 0.29
Cの脚長に見える 0.302 0.553 0.253 −0.032 0.092
Aの脚長に見える −0.006 0.006 0.766 0.132 −0.039
Eの脚長に見える 0.123 0.21 0.642 0.229 0.259
Aのバランスが良い 0.067 −0.023 0.067 0.716 0.166
Dのバランスが良い 0.222 0.027 0.06 0.599 −0.048
Cのバランスが良い −0.002 0.292 0.242 0.576 −0.025
Cの下体部が細く見える 0.049 0.426 −0.178 0.308 0.699
固有値（回転前） 4.44 2.26 1.46 1.31 1.02
累積寄与率（％） 22.2 33.5 40.8 47.4 52.5
レギンスの丈の違いによる下体部の印象評価−体型の違いを中心に−（布施谷・柴田）　75
図１　レギンス丈の違い（膝丈スカート）
図２　レギンス丈の違い（膝上丈スカート）
５分丈
３分丈 ５分丈 ふくらはぎ丈 ７分丈 ９分丈
ふくらはぎ丈 ７分丈 ９分丈
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